
「この仕事やっててよかったエピソード」
ワークショップ

2024年10月26日（土）15:00～17:00

主催：ソーシャルアクションアカデミー６チーム
（チームメンバー）浅山、石山、磯崎、太田、小櫃、枚田、

山田、若林、渡辺
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＜本日のスケジュール＞
15:00～15:05 本日のスケジュール説明
15:05～15:10 ご挨拶＆本ワークショップのゴール目標
15:10～15:20 ＳＡＡメンバー自己紹介
15:20～15:30 アイスブレイク

参加者自己紹介
15:30～15:35 「この仕事やっててよかったエピソード」趣旨説明
15:35～15:45 個人ワーク（適宜休憩）
15:45～16:25 エピソード共有＆質問・意見交換
16:25～16:50 今後のスケジュール＆アウトプット意見交換
16:50～17:00 クロージング

①感想共有
②アンケート回答
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御挨拶
＆

本ワークショップのゴール目標
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について

非営利組織とともにリアルな社会課題解決に挑戦する経験と

エキスパートによる講義やフィードバックを通じて
ビジネススキルを磨くことを両立する、
超実践型アクションラーニングプログラムです。
約６ヵ月間のプログラムを通じて、社会課題を可視化したり、
課題解決につながる実践的なチャレンジに取り組んでいきます。

「ソーシャルアクション」の方向性

ソーシャルアクションアカデミー（SAA）

課題の実状を可視化し
ひろく共有するための社会調査

課題解決につながる
新たな事業・活動の試行や実践
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インタビューで印象的だったこと

渋谷区社協との事前打ち合わせから感じたこと

 SAAプログラムを通して渋谷区社協の4名の地域福祉コーディネーター（CSW）の方々へインタビューする機会をいただき、
渋谷区の地域課題について、またそうした課題にCSWの方々がどのように取り組んでいるかを直接伺いました。
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身近で起こっている社会課題（高齢化、居場所づくり、引きこもり、ゴミ問題等）そのものへの驚きや興味とともに、CSWの皆さんが少人数で
難しい課題に真摯に向き合う姿に衝撃を受けました。また、チームメンバーの大多数がこのプログラムに参加するまでCSWのお仕事を知らなかったため、
社会課題の解決を支える側の方をテーマに何かしたいという想いを強く持ちました。

常に支援する側であるCSWの方が
おっしゃった「私たちのケアは誰がや
ってくれるんだろう」というつぶやきに
ハッとさせられました（小櫃）「多くの方の協力に、こんな嬉しい

ことはありません（涙）」という
CSWの方の言葉を聞いて応援した
いと思いました（渡辺）

「制度の狭間に存在する課題の解
決に取り組む」というCSWの方々が
されている仕事の重要性に気づかさ
れ、私も貢献したいと考えました
（山田）

「その人なりのゴールを見つけるま
で、伴走し続ける」というCSWの方
の姿勢に心が動きました（枚田）

社協のみなさんは、まるで家族のよ
うに地域の人に寄り添ってると感じ
て、ぐっときました！（磯崎）

課題の多さと重さにも関わらず、真
摯に目の前の一人ひとりに向き合
う姿に、誰でもできる仕事ではない
と感じました（石山）

一人一人に合わせたきめ細やかな
対応をするために、
日々、区民の方々のお困りごとに
丁寧に向き合う姿に感動しました
（太田）

地域の社会課題に最前線で向き
合っている話に共鳴しました。区民
の協力があれば、さらに多くの人の
支援が可能だと思います。微力な
がら、応援させて頂きたいです
（若林）

相談業務の中で、本人が望んでい
ないのに対処をしたり、また押し付
けにならないように心掛けていると
いう話が印象に残りました（浅山）



他地区社協とのインタビューから聴こえてきたこと
 前述のとおり、今回の我々チームのテーマ選定にあたっては、渋谷区社協CSWの方々との出会いがスタートでしたが、

進めていくにあたり、貴所を始めとした他地区社協でも同様の課題があるのか、はたまた全く別次元の悩みを抱えて
いらっしゃるのか、今回の活動の中で深掘りしてみようということになりました。

● 以下に、我々がこれまでインタビューさせていただいた方々からお聞きした中で、印象に残った「声」を記載させていただきます。
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「窓口には多種多様な相談事がくる。もっと担当地域に出て、入り込んで色々やっていきたいが、

物理的な限界もあり、そこまで手が回っていない」

「社協の認知度は（当該）区役所の中でも低い、と思う」

「この仕事は顔を覚えていただくことが大事なので。あの人だったら相談してもちゃんと答えてくれる、

と思ってもらうことが大事」

「なにかやりたいとおもっていることに関して、時間がかかりすぎないように、スピード感を持って対応。

情報収集、仕組みづくりは大事」

「昨年、市民に活動を案内するマグネットを配布した。また、ちらしをとっておいてという方も多い」

「社協が地域にこんだけ貢献しているんだよ、というアピールが必要」

地域の方々からの情報収集や、スピード感をもった対応に繋げる意味でも、
社協の方々の認知度を向上させることは今後の大事な施策と考えます。



本ワークショップのゴール目標

 チームメンバーがコーディネーターの活動内容を知り、心を動かされ、応援したいと思った経験から、活動内容をより広く発信
することで、コーディネーターの皆様が活動しやすい環境をつくり、ひいては住みやすい地域環境づくりに貢献したいと考えてい
ます。
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課題  区民が、身近な地域で活動しているコーディネーターの皆様の存在や活動内容を、認識・理解しきれていない

 区民が困ったときに助けを求められない
 コーディネーターの皆様が地域で活動するときに、支援対象者との関係構築に必要以上の時間を要する
（コーディネーターとは何者かということから説明する必要がある）

 地域参画を促す働きかけの影響力が限られてしまう（ネットワークが狭いと、人と人を繋げる役割を果たしきれない）
影響

SAAのメンバーがコーディネーターの活動内容を知り、皆様の応援団になりたいと思ったように、
多くの市民も、コーディネーターの活動内容を知れば、応援したい（困ったときには頼りたい）という気持ちになるのではないか

目標 業務の中で一番印象に残っている瞬間を皆様の間で出し合い、そのエピソードを対外的に発信することで、
コーディネーターとその活動への理解度や共感度を上げ、住みやすい地域環境づくりに貢献する



アウトプット・サンプル（案） ～詳細は後半パートで意見交換させてください～

 実際のアウトプットは各社協で運用している広報媒体や日常のコミュニケーション方法、皆様の「こんなのがあったらいいな」
に合わせて、ご希望も伺いなから使いやすいコンテンツ・形態にアレンジしてお渡しさせていただきます。
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組織内部向け
ー継続的なメンバーのやりがい確認
 内部研修用コンテンツ
（振り返りのワークショップなど）

 ワークショップ実施報告書

対外向け情報発信、コミュニケーション用コンテンツ
ーコーディネーターのことを知ってもらう
 イベントや相談窓口チラシの作成・配布
 コーディネーターの紹介リーフレット（区民とのコミュニケーショ
ン、採用等）

 SNSでの発信用コンテンツ作成
 ラジオ番組（渋谷ラジオ）での発信
 報告書（社協ごと/複数社協横断）の作成

他組織との連携
ー自組織を超えたネットワーキング
 他地区コーディネーターとの交流会



アウトプット・サンプル（案） ～詳細は後半パートで意見交換させてください～

 実際のアウトプットは各社協で運用している広報媒体や日常のコミュニケーション方法、皆様の「こんなのがあったらいいな」
に合わせて、ご希望も伺いなから使いやすいコンテンツ・形態にアレンジしてお渡しさせていただきます。
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組織内部向け
ー継続的なメンバーのやりがい確認
 内部研修用コンテンツ
（振り返りのワークショップなど）

 ワークショップ実施報告書

対外向け情報発信、コミュニケーション用コンテンツ
ーコーディネーターのことを知ってもらう
 イベントや相談窓口チラシの作成・配布
 コーディネーターの紹介リーフレット（区民とのコミュニケーショ
ン、採用等）

 SNSでの発信用コンテンツ作成
 ラジオ番組（渋谷ラジオ）での発信
 報告書（社協ごと/複数社協横断）の作成

他組織との連携
ー自組織を超えたネットワーキング
 他地区コーディネーターとの交流会

・本ワークショップの
報告書
・（仮称）社協白書
・パターンランゲージ

・チラシ、リーフレット
・名刺代わりになるよう
なもの
・マグネット
・HP用素データ提供
・採用活動に使えそうな
もの
・ＣＭ（全社協で）

・本ワークショップを
活用した交流会の開
催（都社協への提
案）



アウトプット・スケジュール（案） ～詳細は後半パートで意見交換させてください～

 この仕事やっててよかったエピソードのワークショップを実施した後に想定している「発信」には、内部向けと外部向けの2つが
あります。

 また、今後の大まかなスケジュールは以下の通りです。
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９月 10月 11月 12月
23 30 7 14 21 28 4 11 18 25 2 9 16 23 30

（12/7）
成果報告会

エピソード ワークショップの実施 振返り・
発信方法の検討実施報告

①

SAAメンバーで進める内容
コーディネーターの皆様にご協力いただく内容

スケジュール（案）

実施報告
②

組織内部向け 対外向け

発信手法

想定される影響

 他地区コーディネーターとの交流会
 内部研修（振り返りのワークショップなど）
 実施報告書

 チラシの作成・配布
 SNSでの発信
 ラジオ番組（渋谷ラジオ）での発信
 報告書（社協ごと/複数社協横断）の作成

 新たな手法を外から学ぶことによる活動の発展
 他地区コーディネーターとの協力・相互連携の強化
 仕事の遣り甲斐の再確認・向上

 地域内でコーディネーターの活動内容への理解度が
向上し、活動内容に共感する区民の増加

 相互扶助ネットワークの拡大

ご協力依頼 実施内容の調整
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ＳＡＡメンバー自己紹介



メンバー紹介・SAAに参加した動機

 様々な社会経験や趣味・特技を持つメンバーが、コーディネーターの皆さんを支援したいという気持ちから
一つのチームを結成しました
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【凡例】
① SAAに参加した理由
② SAAに参加して新しく発見した事

浅山
（ITエンジニア）

①所属している研究会で紹
介があったため

②多様な社会課題は身近
にあり、そこに携わっている
人によって社会が成り立っ
ている

石山
（コンサル会社バックオフィス）

①通常のプロボノとは違う経
験ができそうと感じたため

②社会課題は遠い誰かのも
のではなく身近にあるもの

磯崎
（ウェブ編集）

①「人ごと」だった社会課題
に向き合って、出来ること
を探して行動してみたい

②熱い心を持った人はたくさ
んいる！

太田
（人事コンサルタント）

①自分の住む地域に今より
も愛着を持ちたいと感じた
ため

②社会を良くするために行
動している方が周りにたく
さんいること

小櫃
（エネルギー会社の管理部門）

①プロボノをやっている時から
気になっていて

②社協という存在、活動内
容そのもの

枚田
（食品関連の会社員）

①前回プロボノに参加した
際に、自分の力不足を実
感したため

②社会課題は人と人が結
びつくことで解決できる問
題がたくさんあるということ

山田
（営業・マーケティング）

①社会課題解決に携わりた
いため / 普段の仕事で
関わらない方々とチームを
組み、知見を増やしたい

②小さな個人だからこそ大き
な問題に挑めるということ

若林
（メンタルヘルス系のコンサル）

①普段出会わない人と協働
することのおもしろさを経験
したいと思いました

②社会課題への取り組みも、
楽しくなければ続かないし、
いいパフォーマンスも生まれ
ない

渡辺
（区役所の指定管理の会社員）

①プロボノのスケールアップ
（可視化／課題解決の
向上）

②CSWはワクチンである。地
域福祉の集団免疫として
貢献している
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アイスブレイク
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参加者自己紹介
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本日ご参加の皆様方から自己紹介をお願い致します。
お名前、所属会社、部署、担当業務等を中心に、お一人２～３分程度で
お話しいただけますでしょうか。

＜本日ご参加いただいた方々＞
○○区社協 △△課

様
様

××市社協 ◎◎課
様
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「この仕事やっててよかった

エピソード」趣旨説明
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一人ひとりが持っている大切にしたい、印象深いエピソード
① これまでの業務の中で一番印象に残っている瞬間を振り返り味わい、
② そして大事にしたいエピソードを仲間にシェアし、他者のリアクション・
客観的コメントを通して、

改めてご自身の業務の魅力を再発見しましょう

この仕事やっててよかったエピソードとは？



【サンプル】会社員Oさんのエピソード紹介

「あんたみたいなヒトが会社にいたら、会社は当分安泰だ」
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 いつ ： 入社４年目、販売担当をやっていた時
 誰と一緒にいるとき ： 担当店の社長
 どこで ： 社長との打ち合わせ終わりの居酒屋で
 エピソードを思い出す頻度 ： 仕事で躓いたり、しんどくなった時はよく

当時担当していた担当店の赤字が続き、ＳＳ（＝ガソリンスタンド）運営含めた該社の経営全般の抜本改革を迫られ、その年の年
末年始は連日、担当店に通いつめ、先方社長と二人で社長室に籠りきり、実行策を作成していた。
文字通り、寝食忘れて朝から晩まで二人で議論しながら資料を作成し、その資料で当社支店内で先方社長にも同席いただきプレゼ
ン、実行策の社内了承にこぎつけた。
その後、半年間かけてこの実行策（ex．ＳＳのソフト面改善、不採算ＳＳの廃止）を徹底実施し、当時で２億５千万強の合理
化、改善に至った。
タイトルに書いた言葉は、この社内プレゼンが終わった日に、社長、当時の上司、私の３人で打ち上げをしようと食事に行った際に先方
社長からかけていただいた言葉。
その当時は今の嫁さんと結納を交わし、年末年始は楽しもうかと話していた矢先の出来事で、嫁さんからはブウブウ言われながらも
（＝振り返ると、その時は嫁さんと居るより社長と居る時間の方が長かった...）、何とかやりきった感があり、この一言で全てが報われた
気分でした。
恥ずかしながら、飲み屋で普通に号泣してました（笑）
今の会社で働いている、自分自身の最後の矜持、みたいなモノです。
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個人ワーク
（適宜休憩を取りながらすすめてください）
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お手元の以下資料に記入をお願い致します。
「この仕事やっててよかったエピソード」ワークシート

記入日：

記入者：

担当地域：

エピソードのタイトル
※一番印象に残っている言葉などでタイトルを付けてください

いつ：

誰と一緒にいるとき：

どこで：

エピソードを思い出す頻度：

エピソードの詳細


WS構成

												実施日：土日？ ジッシビ ドニチ

						118		118				オンライン時の実施方法：場所、やりかた ジ ジッシ ホウホウ バショ

				#		所要時間
（min） ショヨウジカン				項目 コウモク		詳細（実施内容） ショウサイ ジッシ ナイヨウ		目的・位置づけ モクテキ イチ		準備物 ジュンビブツ		相談事項 ソウダン ジコウ

						内部 ナイブ		外部 ガイブ

				1		3		3		挨拶 アイサツ		・－		開始の挨拶 カイシ アイサツ		ー

				2		5		5		SAAメンバー自己紹介 ジコショウカイ		・SAAメンバーの出席者は全員名前だけ紹介する
・当日ファシリを担当するメンバーはスライドを使った簡単な自己紹介（3分程度？）を実施する（９人の紹介資料を活用：事前配布） シュッセキシャ ゼンイン ナマエ ショウカイ トウジツ タントウ ツカ カンタン ジコ ショウカイ ブ テイド ジッシ ニン ショウカイシリョウ カツヨウ ジゼン ハイフ		当日のファシリの自己紹介（話しやすい雰囲気の醸成） トウジツ ジコショウカイ ハナ フンイキ ジョウセイ		SAAメンバー（選抜）の自己紹介スライド
名札（名前、趣味、すきなもの）⇒枚田さん センバツ ジコショウカイ ナフダ ナマエ シュミ ヒラタ

				3		5		5		ワークショップの趣旨説明		・事前打合せで合意したアウトプットのイメージ、ワークショップを実施するに至った経緯を説明する
・ワークショップのタイムスケジュールを共有する ジゼン ウチアワ ゴウイ セツメイ キョウユウ		何を、何のためにするのかの説明 ナニ ナン セツメイ		事前打合せで合意したアウトプットを纏めたスライド（メンバー表含む） ジゼン ウチアワ ゴウイ マト ヒョウ フク		・エピソード内容を別途使わせてもらう
・録音、写真の許可取り ナイヨウ ベット ツカ ロクオン シャシン キョカ ド

				4		30		15		アイスブレイク		①＜業務内容＆自己紹介＞所要時間：短
・担当する業務内容を説明する（特に交流会としてWSを開催する場合）

②＜ito＞所要時間：長（10分）
・概要：数字を配布し、数字とテーマに応じたもの・場所を考えて、チーム全員で配られた数字順に各人が考えたもの・場所を並べるゲーム
※数字は通常0～100で設定されるが、WSで使用するのは80~100の範囲とする？
・テーマ例：仕事で言われて嬉しい言葉、活動地域内の好きなお店、マイナーだけどお勧めの場所
　⇒（オンラインなら）MIROでやっても面白い。10分くらいかな。

②’＜お絵描き＞所要時間：中
・概要：テーマに沿った絵を書くゲーム
・テーマ例：今思いつく最高の笑顔、参加者の似顔絵 ジコ ショヨウジカン チョウ フン ガイヨウ スウジ ハイフ スウジ オウ バショ カンガ ゼンイン クバ スウジジュン カクジン カンガ バショ ナラ スウジ ツウジョウ セッテイ シヨウ ハンイ レイ シゴト イ ウレ コトバ カツドウ チイキ ナイ ス ミセ スス バショ オモシロ フン エカ ショヨウジカン チュウ ガイヨウ ソ エ カ レイ イマ オモ サイコウ エガオ サンカ シャ ニガオエ		仕事とは違う場所で意見を出し合うための準備		＜itoにする場合＞
・数字が書かれたカード⇒太田さん
・参加者にもの・場所を記載いただくカード

＜お絵描きにする場合＞
・紙とペン バアイ スウジ カ オオタ サンカシャ バショ キサイ バアイ カミ		・アイスブレイクゲームで他に良い案があるか
・アンケートを取るか⇒事後のみ ホカ ヨ アン ト ジゴ

				5		10		5		N1ストーリーの説明 セツメイ		・SAAメンバーのN1ストーリーを紹介する（1～2件）　　　・他地区社協のエピソードをぼやかして使う
・N1記入ワークシートの記入方法を説明する ショウカイ タチク シャキョウ ツカ キニュウ キニュウホウホウ セツメイ		ワークシートに書く内容の説明 カ ナイヨウ セツメイ		記入ワークシート
・SAAメンバーのシート キニュウ

				6		10		15		個人ワーク
（適宜、休憩） コジン テキギ キュウケイ		・自分のN1ストーリーを考える

事前にお題を投げておくのも手か？（考えておく） ジブン カンガ ジゼン ダイ ナ テ カンガ		自分のこれまでの経験の振返り・言語化 ジブン ケイケン フリカエ ゲンゴカ		・ワークシート事前送付 ジゼン ソウフ

				7		50		50		N1エピソードのシェア		・全体シェアの進め方をSAAメンバーから説明する
　　　・参加者のエピソードを聞いたら、リアクションカードを一つ選んでそれを胸の前で示す
　　　　リアクションカードの案：すごく共感する！私も同じような経験をしたことがある、是非自分も同じような体験をしてみたい！
　　　　驚き！そんなことがあるなんて知らなかった、思わず笑顔になりました！　など
・個人ワークで記入シートに記載した内容を全体にシェアする（参加者5名と仮定して一人10分のシェア時間）

タイトルは書き出すか？⇒紙に書いて貼りだす
ＳＡＡメンバーも参加しては ゼンタイ スス カタ セツメイ サンカシャ キ ヒト エラ ムネ マエ シメ アン キョウカン ワタシ オナ ケイケン ゼヒ ジブン オナ タイケン オドロ シ オモ エガオ コジン キニュウ キサイ ナイヨウ ゼンタイ サンカシャ メイ カテイ ヒトリ プン ジカン カ ダ カミ カ ハ サンカ		N1ストーリーを通じた参加者間の交流 ツウ サンカシャ カン コウリュウ		リアクションカード⇒紙でつくっておく（太田さん＆磯崎さん）⇒小櫃出してもっていく

録音＆文字起こし

ホワイトボードor紙・ペン カミ オオタ イソザキ オビツ ダ ロクオン モジ オ カミ		・発表の順番をどのように決めるか（挙手性で良いか）
・発表に対するリアクションをどのように引き出すか ハッピョウ ジュンバン キ キョシュ セイ ヨ ハッピョウ タイ ヒ ダ

				8		5		20		クロージング		・参加者全員にワークショップに参加した後の感想を一言述べていただく（他の参加者のN1ストーリーを聞いて発見したこと　など）
・今後の報告手段や報告時期をご連絡する

・時間によっては（押している場合）何人か発表し、他の方は後日アンケート？ サンカシャ ゼンイン サンカ アト カンソウ ヒトコト ノ ホカ サンカシャ キ ハッケン コンゴ ホウコク シュダン ホウコク ジキ レンラク ジカン オ バアイ ナンニン ハッピョウ ホカ カタ ゴジツ		ワークショップの振返り
今後のアクションの確認 フ カエ コンゴ カクニン		付箋？

アンケート：紙orforms フセン カミ		・アンケートデータも匿名化して使わせてもらう



＜要検討事項＞
・ファシリ以外のメンバーの役割をどうするか



アイスブレイク

								Aさん				Bさん				Cさん				Dさん				Eさん

				カードの数字 スウジ				60				100				80				70				90

				テーマに沿った回答 ソ カイトウ				梨 ナシ				いちご				リンゴ				みかん				メロン				皆が好きな果物といえば？ ミンナ ス クダモノ





アンケートイメージ

																										作成のポイント サクセイ

																										１．事前と事後の状態の比較 ジゼン ジゴ ジョウタイ ヒカク

																										２．ワークショップ自体の効果検証 ジタイ コウカ ケンショウ

																										３．本人の振返りを促す仕掛け ホンニン フリカエ ウナガ シカ

						事前 ジゼン																				事後

						今のワクワクする気持ちを1～10で表すとどの程度ですか イマ キモ アラワ テイド																				ワークショップ前と比較し気持ちに変化はありましたか マエ ヒカク キモ ヘンカ

						今のエネルギーレベルを教えてください イマ オシ																				今のエネルギーレベルを教えてください イマ オシ

						ご自身の仕事の内容をご家族はどの程度ご存じですか ジシン シゴト ナイヨウ カゾク テイド ゾン																				今日のワークショップの内容を誰か他の人に伝えたいと感じますか キョウ ナイヨウ ダレ ホカ ヒト ツタ カン

						ご自身の仕事内容を小学生に説明してくださいと言われたら、説明できる自信がありますか ジシン シゴトナイヨウ ショウガクセイ セツメイ イ セツメイ ジシン

																										ワークショップの結果を今後の業務にどう活かせそうですか？（フリーコメント） ケッカ コンゴ ギョウム イ

						属性情報：年代、性別、経験年数 ゾクセイ ジョウホウ ネンダイ セイベツ ケイケン ネンスウ																				リフレッシュの方法は？（フリーコメント）⇒自己紹介で入れる。 ホウホウ ジコショウカイ イ

						研修アンケート：満足度評価、何かつかえそうなのないか？ ケンシュウ マンゾクド ヒョウカ ナニ





記入WS

				「この仕事やっててよかったエピソード」ワークシート シゴト

														記入日： キニュウビ

														記入者： キニュウシャ

														担当地域： タントウ チイキ



				エピソードのタイトル

						※一番印象に残っている言葉などでタイトルを付けてください イチバン インショウ ノコ コトバ ツ

				いつ：

				誰と一緒にいるとき： ダレ イッショ

				どこで：

				エピソードを思い出す頻度： オモ ダ ヒンド



				エピソードの詳細 ショウサイ





WS (小櫃)

				「この仕事やっててよかったエピソード」ワークシート シゴト

														記入日：2024年9月28日 キニュウビ ネン ガツ ニチ

														記入者：小櫃秀一 キニュウシャ オビツ シュウイチ

														担当地域： タントウ チイキ



				エピソードのタイトル		「あんたみたいなヒトがコスモにいたら、コスモは当分安泰だ」 トウブン アンタイ

						※一番印象に残っている言葉などでタイトルを付けてください イチバン インショウ ノコ コトバ ツ

				いつ：		入社４年目、販売担当をやっていた時。 ニュウシャ ネンメ ハンバイ タントウ トキ

				誰と一緒にいるとき： ダレ イッショ		担当店の社長。 タントウテン シャチョウ

				どこで：		社長との打ち合わせ終わりの居酒屋で。 シャチョウ ウ ア オ イザカヤ

				エピソードを思い出す頻度： オモ ダ ヒンド		仕事で躓いたり、しんどくなった時はよく。 シゴト ツマヅ トキ



				エピソードの詳細 ショウサイ



当時担当していた担当店の赤字が続き、ＳＳ（＝ガソリンスタンド）運営含めた該社の経営全般の抜本改革を迫られ、その年の年末年始は連日、担当店に通いつめ、先方社長と二人で社長室に籠りきり、実行策を作成していた。
文字通り、寝食忘れて朝から晩まで二人で議論しながら資料を作成し、その資料で当社支店内で先方社長にも同席いただきプレゼン、実行策の社内了承にこぎつけた。
その後、半年間かけてこの実行策（ex．ＳＳのソフト面改善、不採算ＳＳの廃止）を徹底実施し、当時で２億５千万強の合理化、改善に至った。
タイトルに書いた言葉は、この社内プレゼンが終わった日に、社長、当時の上司、私の３人で打ち上げをしようと食事に行った際に先方社長からかけていただいた言葉。
その当時は今の嫁さんと結納を交わし、年末年始は楽しもうかと話していた矢先の出来事で、嫁さんからはブウブウ言われながらも（＝振り返ると、その時は嫁さんと居るより社長と居る時間の方が長かった...）、何とかやりきった感があり、この一言で全てが報われた気分でした。
恥ずかしながら、飲み屋で普通に号泣してました（笑）
今の会社で働いている、自分自身の最後の矜持、みたいなモノです。
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エピソード共有
＆

質問・意見交換



22

参加者それぞれのエピソードをお聴きいただき、
各エピソード終了後、お手元にお配りした
「リアクションカード」の中から、ご自身の感想に
近いものを一つ選んで胸の前に掲示ください。



お めでとう！   

リアクションカードの種類

23

同じような経験を      
したことがある！      

やったね！   

感動した～   

もっと聞かせて！      

思わず 
笑顔になりました      

拍手喝采！   

私も力が湧いてきた！        
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＜参加者披露エピソードタイトル＞

・ さん 「ありがとうと言われた瞬間に感じた達成感」

・ さん 「地域を知るためにはまず地域行事に出てこい」

・ さん 「将棋ボランティアの対戦姿勢」

・ さん 「力があるのに埋もれてしまっていた人」

・ さん 「会社の小さな変革の積み重ね」

・ さん 「怒ってきた人は笑って帰せ」



25

今後のスケジュール
＆

アウトプット意見交換



インタビューで印象的だったこと

渋谷区社協との事前打ち合わせから感じたこと ～前掲～

 SAAプログラムを通して渋谷区社協の4名の地域福祉コーディネーター（CSW）の方々へインタビューする機会をいただき、
渋谷区の地域課題について、またそうした課題にCSWの方々がどのように取り組んでいるかを直接伺いました。

26

身近で起こっている社会課題（高齢化、居場所づくり、引きこもり、ゴミ問題等）そのものへの驚きや興味とともに、CSWの皆さんが少人数で
難しい課題に真摯に向き合う姿に衝撃を受けました。また、チームメンバーの大多数がこのプログラムに参加するまでCSWのお仕事を知らなかったため、
社会課題の解決を支える側の方をテーマに何かしたいという想いを強く持ちました。

常に支援する側であるCSWの方が
おっしゃった「私たちのケアは誰がや
ってくれるんだろう」というつぶやきに
ハッとさせられました（小櫃）「多くの方の協力に、こんな嬉しい

ことはありません（涙）」という
CSWの方の言葉を聞いて応援した
いと思いました（渡辺）

「制度の狭間に存在する課題の解
決に取り組む」というCSWの方々が
されている仕事の重要性に気づかさ
れ、私も貢献したいと考えました
（山田）

「その人なりのゴールを見つけるま
で、伴走し続ける」というCSWの方
の姿勢に心が動きました（枚田）

社協のみなさんは、まるで家族のよ
うに地域の人に寄り添ってると感じ
て、ぐっときました！（磯崎）

課題の多さと重さにも関わらず、真
摯に目の前の一人ひとりに向き合
う姿に、誰でもできる仕事ではない
と感じました（石山）

一人一人に合わせたきめ細やかな
対応をするために、
日々、区民の方々のお困りごとに
丁寧に向き合う姿に感動しました
（太田）

地域の社会課題に最前線で向き
合っている話に共鳴しました。区民
の協力があれば、さらに多くの人の
支援が可能だと思います。微力な
がら、応援させて頂きたいです
（若林）

相談業務の中で、本人が望んでい
ないのに対処をしたり、また押し付
けにならないように心掛けていると
いう話が印象に残りました（浅山）



 前述のとおり、今回の我々チームのテーマ選定にあたっては、渋谷区社協CSWの方々との出会いがスタートでしたが、
進めていくにあたり、貴所を始めとした他地区社協でも同様の課題があるのか、はたまた全く別次元の悩みを抱えて
いらっしゃるのか、今回の活動の中で深掘りしてみようということになりました。

● 以下に、我々がこれまでインタビューさせていただいた方々からお聞きした中で、印象に残った「声」を記載させていただきます。

27

「窓口には多種多様な相談事がくる。もっと担当地域に出て、入り込んで色々やっていきたいが、

物理的な限界もあり、そこまで手が回っていない」

「社協の認知度は（当該）区役所の中でも低い、と思う」

「この仕事は顔を覚えていただくことが大事なので。あの人だったら相談してもちゃんと答えてくれる、

と思ってもらうことが大事」

「なにかやりたいとおもっていることに関して、時間がかかりすぎないように、スピード感を持って対応。

情報収集、仕組みづくりは大事」

「昨年、市民に活動を案内するマグネットを配布した。また、ちらしをとっておいてという方も多い」

「社協が地域にこんだけ貢献しているんだよ、というアピールが必要」

地域の方々からの情報収集や、スピード感をもった対応に繋げる意味でも、
社協の方々の認知度を向上させることは今後の大事な施策と考えます。

他地区社協とのインタビューから聴こえてきたこと ～前掲～



 チームメンバーがコーディネーターの活動内容を知り、心を動かされ、応援したいと思った経験から、活動内容をより広く発信
することで、コーディネーターの皆様が活動しやすい環境をつくり、ひいては住みやすい地域環境づくりに貢献したいと考えてい
ます。

28

課題  区民が、身近な地域で活動しているコーディネーターの皆様の存在や活動内容を、認識・理解しきれていない

 区民が困ったときに助けを求められない
 コーディネーターの皆様が地域で活動するときに、支援対象者との関係構築に必要以上の時間を要する
（コーディネーターとは何者かということから説明する必要がある）

 地域参画を促す働きかけの影響力が限られてしまう（ネットワークが狭いと、人と人を繋げる役割を果たしきれない）
影響

SAAのメンバーがコーディネーターの活動内容を知り、皆様の応援団になりたいと思ったように、
多くの市民も、コーディネーターの活動内容を知れば、応援したい（困ったときには頼りたい）という気持ちになるのではないか

目標 業務の中で一番印象に残っている瞬間を皆様の間で出し合い、そのエピソードを対外的に発信することで、
コーディネーターとその活動への理解度や共感度を上げ、住みやすい地域環境づくりに貢献する

本ワークショップのゴール目標 ～前掲～



アウトプット・サンプル（案）

 実際のアウトプットは各社協で運用している広報媒体や日常のコミュニケーション方法、皆様の「こんなのがあったらいいな」
に合わせて、ご希望も伺いなから使いやすいコンテンツ・形態にアレンジしてお渡しさせていただきます。
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組織内部向け
ー継続的なメンバーのやりがい確認
 内部研修用コンテンツ
（振り返りのワークショップなど）

 ワークショップ実施報告書

対外向け情報発信、コミュニケーション用コンテンツ
ーコーディネーターのことを知ってもらう
 イベントや相談窓口チラシの作成・配布
 コーディネーターの紹介リーフレット（区民とのコミュニケーショ
ン、採用等）

 SNSでの発信用コンテンツ作成
 ラジオ番組（渋谷ラジオ）での発信
 報告書（社協ごと/複数社協横断）の作成

他組織との連携
ー自組織を超えたネットワーキング
 他地区コーディネーターとの交流会



アウトプット・サンプル（案）

 実際のアウトプットは各社協で運用している広報媒体や日常のコミュニケーション方法、皆様の「こんなのがあったらいいな」
に合わせて、ご希望も伺いなから使いやすいコンテンツ・形態にアレンジしてお渡しさせていただきます。
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組織内部向け
ー継続的なメンバーのやりがい確認
 内部研修用コンテンツ
（振り返りのワークショップなど）

 ワークショップ実施報告書

対外向け情報発信、コミュニケーション用コンテンツ
ーコーディネーターのことを知ってもらう
 イベントや相談窓口チラシの作成・配布
 コーディネーターの紹介リーフレット（区民とのコミュニケーショ
ン、採用等）

 SNSでの発信用コンテンツ作成
 ラジオ番組（渋谷ラジオ）での発信
 報告書（社協ごと/複数社協横断）の作成

他組織との連携
ー自組織を超えたネットワーキング
 他地区コーディネーターとの交流会

・本ワークショップの
報告書
・（仮称）社協白書
・パターンランゲージ

・チラシ、リーフレット
・名刺代わりになるよう
なもの
・マグネット
・HP用素データ提供
・採用活動に使えそうな
もの
・ＣＭ（全社協で）

・本ワークショップを
活用した交流会の開
催（都社協への提
案）



アウトプット・スケジュール（案）

 この仕事やっててよかったエピソードのワークショップを実施した後に想定している「発信」には、内部向けと外部向けの2つが
あります。

 また、今後の大まかなスケジュールは以下の通りです。
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９月 10月 11月 12月
23 30 7 14 21 28 4 11 18 25 2 9 16 23 30

（12/7）
成果報告会

エピソード ワークショップの実施 振返り・
発信方法の検討実施報告

①

SAAメンバーで進める内容
コーディネーターの皆様にご協力いただく内容

スケジュール（案）

実施報告
②

組織内部向け 対外向け

発信手法

想定される影響

 他地区コーディネーターとの交流会
 内部研修（振り返りのワークショップなど）
 実施報告書

 チラシの作成・配布
 SNSでの発信
 ラジオ番組（渋谷ラジオ）での発信
 報告書（社協ごと/複数社協横断）の作成

 新たな手法を外から学ぶことによる活動の発展
 他地区コーディネーターとの協力・相互連携の強化
 仕事の遣り甲斐の再確認・向上

 地域内でコーディネーターの活動内容への理解度が
向上し、活動内容に共感する区民の増加

 相互扶助ネットワークの拡大

ご協力依頼 実施内容の調整
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クロージング
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①感想共有
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本日、ワークショップに参加いただいての感想、
皆さんのエピソードを聴いて感じたこと、等、
なんでも結構ですので、ひとり一言ずつ、
感想をお願い致します。
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②アンケート回答



36

アンケート回答のお願い

https://forms.office.com/r/8TZcx7tGXF?origin=lprLink

本日はお忙しい中、ワークショップにご参加いただき、誠にありがとうございました。
今後の参考とさせていただくため、以下のQRコードをスマートフォンで読み取っていただ
き、アンケートへのご協力をお願いします。
設問数は14問、所要時間は約5分です。
アンケートは匿名で実施され、集計結果は今後のアウトプット資料に反映させていただ
きます。皆様の率直なご意見をお聞かせいただければ幸いです。

https://forms.office.com/r/8TZcx7tGXF?origin=lprLink
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以上で本日のワークショップは
終了となります。
お忙しい中、ご参加いただき、
本当にありがとうございました！！

やま
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お問い合わせ

認定NPO法人 サービスグラント（担当：岡本・柴岡）

SAA@servicegrant.or.jp
〒150-0002 東京都渋谷区渋谷1-2-10
〒541-0047 大阪市中央区淡路町2-5-16 淡路町ビル8階
https://www.servicegrant.or.jp/
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資料：認定NPO法人サービスグラント『ソーシャルアクションアカデミー』2024年度活動報告書より

「ソーシャルアクションアカデミー」は、非営利組織とともにリアルな社
会課題解決に挑戦する経験と、エキスパートによる講義やフィードバック
を通じてビジネススキルを磨くことを両立する機会を提供する、超実践型
アクションラーニングプログラムです。認定NPO法人サービスグラントが
主催し、企業人、NPO職員、学生など多様なメンバーがグループを組み、
協力者の力を得ながら、自発的に企画したアクションに取り組んでいます。
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